
 

 

  極点図の規格化 

 

 

  

 

 

 

まとめ 

 規格化の正解が ODF入力時の規格化値とした場合 

 CTRモードが最適と考えます。 

  

 不完全極点図｛２００｝の正極点解析の最大密度が大きく異なる原因は 

 ODFPoleFigure2 ソフトウエアでは、極点図の中心データは平均化して計算が行われているが、 

 正極点では、平均化が行われていないと考えます。 

 極点図の中心に最大密度がある場合、注意してください。 
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     HelperTex Office 

     

    http://www.geocities.jp/helpertex2 
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概要 

 極点図の規格化方法としては、幾つか方法があります。 

   一般的には、以下に計算方法が示されます。（極点図の中心を９０とした場合） 

   

 しかし、この計算式はでは詳細が不明、実際に内部では異なる計算方法が採用されています。 

 特に、α方向に関して、終端処理が示されていません。 

 又、測定間隔により規格化値が異なる問題もあります。 

 ＯＤＦの内部では、測定間隔を狭くし、データを補間して計算が行われています。 

 データの補間を行わないで、計算する場合、極点図の中心データは規格化から外されています。 

 データの補間を行えば、中心データも規格化に含まれます。 

 又、終端データを１／２で計算する事もあります。 

 

 このような事から、不完全極点図、完全極点図を各種方法で計算した比較を行ってみます。 

 比較は、リガク正極点ソフト、ODFPoleFigure2 ソフト、LaboTex で行います。 

 

 ODFPoleFigure2 ソフトウエアでは、規格化の方法の切り替えが可能 

  

  

  

 CTRでは、終端処理のみ採用 

 ODFでは、ステップを１／３２としてデータ補間を行う。 

 ODF2では、α方向のステップを１／１０としてデータ補間を行う。 

 RINTでは、リガク正極点処理を行う。 

    極点図の中心は平均値を用いる 

 正極点ソフト、極点図中心は平均化を行わない 

 

 

  

 

 

 

 



使用する不完全極点図データ（CTR¥DATA¥OdfPoleFigure 以下のデータ） 

 RAW  

バックグランド削除を行い規格化 

 CTR  

 ODF  

 ODF2  

 RINT  



 LaboTex 

  

  

Dmax 

 

 

 



完全極点図（LaboTex で解析した結果） 
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